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はじめに 

古河市環境基本計画（※計画期間平成 23年度～令和３年度）は、「古河市生活環

境の保全及び創造に関する基本条例」に定める基本理念の実現に向け、環境の保全

及び創造に関する施策を、市民・事業者・滞在者・市が協働して、総合的かつ計画

的に推進することを目的に、平成 23年 3月に策定しました。平成 27年度には、そ

れまでの目標達成状況や施策の進捗状況等の点検・評価結果を踏まえ、本計画の中

間見直しを行いました。なお、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、計画期間が１

年延長のため、令和３年度まで計画期間となります。 

 

計画の進行管理 

本計画の進行管理はＰＤＣＡサイクルに基づく、環境マネジメントシステムの手

法を用いて行います。 

計画の進捗状況について調査し、現況を把握するとともに、経年的な動向を把握

します。進捗状況の評価に際しては、古河市環境市民委員会及び古河市環境審議会

に意見を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画（Ｐｌａｎ） 
 事業化・予算化 

 環境保全施策の 

年次計画立案 

実施（Ｄｏ） 
 年次計画に基づく施策や

事業の実施 

 各主体の環境保全活動

の展開 

 協働による取り組みの促

進 

点検・評価（Ｃｈｅｃｋ） 
 環境状況や施策進捗状況

の点検及び評価・分析 

 環境審議会や古河市環境

市民委員会からの意見聴取 

 年次報告書を通じた計画の

進捗状況の公表 

改善（Ａｃｔｉｏｎ） 
 施策や事業の 

進め方の改善 

 計画内容、実施内容

の見直しや改善 

継続的改善 

ＰＤＣＡサイクル 
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環境目標 

本計画では、「人と自然が共生し、豊かな環境・歴史を未来につなぐまち 古河」と

掲げています。目指す将来環境像を実現するため、環境分野ごとに環境目標とそれを

達成するための基本施策を定めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【環境保全に 

 取り組むための基盤づくり】 

 みんなで考え自ら動くま

ち  

■環境保全に対して自ら行動できる 

人材育成 

■各主体が自立・協働できる 

環境の醸成 

  

【自然環境】 

水やみどりと共生した 

自然豊かなまち 

■農地や平地林などまとまりある 

みどりの維持・保全 

■水質が良好で安全な河川環境の維持・保全 

■貴重な生態系の保全、生物多様性の確保 

■自然の恵みにふれあう場や機会の創出 

 

【生活環境】 

活力と元気があふれる 

健やかなまち 

■良好な大気環境の維持・管理 

■水質の保全と水資源の確保・活用 

■閑静で心地よい音環境の確保 

■健全で安定した土壌環境の 

維持・管理 

■ごみの減量化と資源の有効利用 

 

  

【地球環境】 

身近な地域から 

地球にやさしいまち 

■地域から始める 

地球温暖化防止活動の推進 

■地球環境問題への適切な対応 

  

【快適環境】 

人と自然にやさしい 

 うるおいのあるまち 

■ゆとりがあり、自然とふれあえる空間の確保 

■地域に根ざした風格あるまちづくり 

■自主的で誇りあるまち美化の推進 

 

  

 

 

 

 

人と自然が共生し、 

豊かな環境・歴史を 

未来につなぐまち 

古河  
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環境施策体系 

目指す将来環境像の実現に向けた、環境の保全・創造に関する施策の体系は以下の

とおりです。基本施策ごとに主要施策を掲げ、これを実現するための具体的な施策・

事業（全 188項目）に各所管課で取り組んでいます。 

 

【環境目標】     【環境要素】       【基本施策】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生活環境） 

3.  

健やかなまち 
 

大 気 環 境 良好な大気環境の維持・管理 

水 環 境 水質の保全と水資源の確保・活用 

土 壌 環 境 健全で安定した土壌環境の維持・管理 

廃 棄 物 ごみの減量化と資源の有効利用 

音 環 境 閑静で心地よい音環境の確保 

（自然環境） 

2.  

自然豊かなまち 

（地球環境） 

1.身近な地域から 

 

農 地 ･ 平 地 林  

河 川 ・ 水 辺 水質が良好で安全な河川環境の維持・保全 

動植物・生態系 貴重な生態系の保全、生物多様性の確保 

自然の恵みにふれあう場や機会の創出 

地球環境問題への適切な対応 

 地 球 温 暖 化 地域から始める地球温暖化防止活動の推進 

公 園 ・ 緑 地 ゆとりがあり、自然とふれあえる空間の確保 

地域に根ざした風格あるまちづくり 

自主的で誇りあるまち美化の推進 

 

 

（快適環境） 

4.  

うるおいのあるまち 

（環境保全に取り組むための基盤

づくり） 

5.  

環境保全に対して自ら行動できる人材育成 

 各主体が自立・協働できる環境の醸成 
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取り組みの点検・評価 

 
 主要施策の進捗状況について各所管課で評価します。評価基準は下表のとおりです。 

評価 基準 

Ｓ 目標達成済み 

Ａ 今年度目標達成 

Ｂ 予定以上に進んだ（進んでいる、取り組めた、取り組めている） 

Ｃ 予定通りに進んだ(進んでいる、取り組めた、取り組めている) 

Ｄ 予定通りに進んでいない（取り組めなかった、取り組めていない） 

Ｅ 検討中、未着手、未実施 

Ｆ 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止・縮小・延期 

Ｇ その他（現状に一致しない目標、見直しが必要な目標など） 

 

取り組みの評価結果 

 
 令和３年度における市の取り組み（188 項目）に対する環境目標別の各評価につい

ては、以下のとおりです。比較資料として、令和２年度の評価についても示します。

※令和２年度より評価項目を見直し、Ｓ評価、Ｆ評価、Ｇ評価を追加 

令和３年度 

環 境 目 標 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 計 

身近な地域から地球にやさしいまち 7 0 1 20 5 2 1 5 41 

水やみどりと共生した自然豊なまち 1 1 0 25 2 3 5 1 38 

活力と元気があふれる健やかなまち 0 1 1 36 2 7 1 2 50 

人と自然にやさしいうるおいのあるまち 3 0 4 22 1 2 6 2 40 

みんなで考え自ら動くまち 1 0 0 10 2 1 2 3 19 

   計 12 2 6 113 12 15 15 13 188 

 

令和２年度 

環 境 目 標 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 計 

身近な地域から地球にやさしいまち 6 1 1 20 5 3 1 4 41 

水やみどりと共生した自然豊なまち 1 1 0 28 0 3 3 2 38 

活力と元気があふれる健やかなまち 0 0 0 37 1 7 3 2 50 

人と自然にやさしいうるおいのあるまち 3 0 4 22 1 2 6 2 40 

みんなで考え自ら動くまち 0 1 0 10 3 1 2 2 19 

   計 10 3 5 117 10 16 15 12 188 
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生活排水処理の取
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家の周りの静け
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近隣関係や地域コ

ミュニティのよさ

身近な自然や生き

物とのふれあいや

すさ

歴史的・文化的な

財産に対する保全

状況

身近な公園や緑地

の利用しやすさ

市民のごみの分

別・マナー・市の

収集方法

学校や地域等での

環境学習の充実さ

公共交通機関の利

用しやすさ

川や池沼等の水の

きれいさ

古河市環境基本計画の総評について 
 

 S、A、B、C 評価は 133 項目、F 評価（評価対象外項目）が 15 項目であり、概ね例

年通り推移しました。E 評価は 15 項目、G 評価は 13 項目あり、このような項目につ

いては、第２次古河市環境基本計画にて主要施策の見直しや改善を行ってまいります。 

 重点的な対応が必要な施策である「重点プロジェクト」については、37 項目中 S、

A、B、C 評価が 26 項目、D 評価が２項目、F 評価が３項目、G 評価が６項目となって

おり、新型コロナウイルス感染症の影響及び見直しの必要がある項目を除くと、予定

通り推移しました。 

 また、古河市環境基本計画策定時（平成 22年度）と計画最終年度（令和３年度）に

実施した市民アンケート調査結果※（市民 2,000 人を対象）を比べると、環境に対す

る市民満足度は、大いに満足及び一応満足と回答する割合が多くの項目で増加してお

り、本計画は予定通り進捗したと推測されます。しかし、温室効果ガスの排出量は、

産業の発展や新たな企業進出等の影響により、計画策定時と比べて増加しております。

これらの課題については、第２次古河市環境基本計画において、省エネルギーの推進

や再生可能エネルギー等の導入を通じ 2050 年カーボンニュートラルに向け、温室効

果ガス排出量の削減を重点的に行ってまいります。 

  

※現在の環境に対する市民満足度（アンケート調査）比較グラフ 
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今後について 
 

 令和４年度から第２次古河市環境基本計画が適用となります。本計画は令和４年度

から令和 13年度までの 10年間を計画期間とし、古河市の環境部門における施策を立

案・実施する際の指針となるものです。グリーンインフラの構築や SDGs の推進など

の新たな環境施策を取り入れるとともに、第１次計画と同様に５つの基本目標を掲げ、

2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた取り組みを推進してまいります。今後

とも、社会情勢の変化に注視しつつ、市を取り巻く環境の変化にも柔軟に対応し、市

民、事業者、行政が一体となって環境問題に取り組むことで、環境と調和した社会を

実現するまちづくりに努めてまいります。 


